





































































































































　　　　　　1979年 4 月～1980年 3 月
　　　　　　　　　　　　　英国ロンドン，シティ大学ビジネス・スクールにて在外研究



































1990年　　“The Transition Process of the American Managerial Ideologies”　
　　　　　『創価経営論集』第14巻　第 2号









































































































































は，入職 3年後に私に回って来ました。急いで受け入れ先を探すため，E. T. Penrose 教授
（Insead）に手紙を出したところ，心よい返事を下さいましたが，ここでは授業は英語で行われ
ても，フランス語生活圏なので，辞退しました。次に，ロンドン大学ビジネス・スクールの組織
論の第一人者D. S. Pugh 教授に問い合わせたところ，教授がサバティカルで不在のためダメ。










































　　Ａ．Prof. Grinyer と Dr. J-C Spender の共同ゼミナール
　　　　　Organisation and Business Strategy
　　Ｂ．Prof. S. Kessler のゼミナール











　 7月中旬 Prof. Grinyer がスコットランドの St. Andrews 大学への移籍が確定し，この時点で
私のシティ大学ビジネス・スクールでのResearch Fellow としての資格は解消することになった
ため，Prof. Grinyer と相談の上，改めて Part-Time student として Ph. D. の申し込みをすること
になりました。その際，Prof. Grinyer は Supervisor として Prof. John Child（バーミンガム大
学）と Dr. J-C Spender の両氏を推薦してくださいましたが，諸事情を考慮の末，Dr. J-C 
Spender に依頼することにしました。日本側の推薦者として中村常次郎教授，関口操教授に依頼
しました。






















あります。次いで「C. I. バーナードの戦略的思考」に取り掛かろうとしていた矢先，Dr. J-C 
Spender がアメリカの大学へ移ってしまって，私の Ph. D. 計画は頓挫してしまいました。ドイ
ツ歴史学派からアメリカの制度学派，新制度学派の流れの中で「組織と戦略，Entrepreneurship」
を捉えていこうとする計画は，門前の小僧である私にとっては，あまりにも壮大すぎて計画倒れ
になったとしか言いようがありません。あるいは門前の小僧であるが故に，この魅力あるテーマ
に翻弄され続けたと言えるかもしれません。
7．学生さんと共に
　1969年 4 月，始めて教壇に立って講義をする日の前夜，私は夢をみました。猿の大軍が断崖の
上から束になって私に向って石を投げつけてくるのです。汗びっしょりになって飛び起きたこと
を覚えています。フロイト通のＫ君にこの話をすると，「それは学生だ。学生はゴリラだと思え
ばいいんだよ」と忠告してくれました。以来600人位いた黒い詰め襟服の学生さん達のことをゴ
リラだと思って話を続けているとだんだん楽しくなって，講義も調子に乗って来て，何を話して
いたかさっぱり覚えていませんが，とにかくしゃべり続けました。恐らく学生さんの方が我慢し
て静かに聞いていてくれたのでしょう。たまに他の先輩の先生を通じて，「私が落ち着きがない」
とか，「靴下に穴があいている」という噂が間接的に伝わって来る程度で，専修大学での講義は
比較的順調に続けることができました。
　
経営学部と私 157
　当時は70年安保闘争が始ったばかりで，民青，角マル派，中核派といった左翼系グループ，そ
の他による学生運動が全国的な拡がりを見せ，社会は騒然としていました。ある時，外書研究の
クラス（40名位）に突如としてヘルメットをかぶった学生達が教室になだれ込んで来て，棒切れ
や鉄の棍棒でドアや廊下側の窓ガラスを破壊していきました。びっくりするやら，こわいやら，
私は学生さん達をしり目に，真っ先に外側の窓から飛び出してしまい，後で先輩の先生から，
こっぴどく怒られました。その時以来，夜な夜な鎌倉に在る学部長宅に経営学部の全教員が密か
に集まって，深夜まで対策が練られていましたが結論が出ず，ついに機動隊出動となりました。
他大学のある教員は，当時学生部長をしていて，活動家の学生から顔を棍棒で思い切り殴られた
そうです。
　60年安保はともかく，70年安保とはいったい何であったのか？　今だに私にはよく理解できま
せん。恐らく，当時究極の目的観ないし世界観を喪失した若者達が，やりどころのない怒りと鬱
積したエネルギーを権威の象徴である大学に向けて爆発させていったのではないかと思います。
日本の社会全体において，思想・哲学が混沌と入り乱れていたこの時期に，創価大学は，未だ
かってない崇高な 3つの理念―①人間教育の最高学府たれ，②新しき大文化建設の揺籃たれ，③
人類の平和を守るフォートレスたれ―を掲げて颯爽と登場しました。これはまさに画期的な歴史
的事件でありました。創立者池田先生の先見の明，またその卓見にあらためて敬意を表する次第
です。専修大学を去る時「創価大学は学生紛争がないから，本当に羨ましいねえ」と多くの教員
達から口々に言われたものです。
　初期の頃の創大生は真面目で礼儀正しく，一目でそれと判別できる清潔な身なりをしていまし
た。80年代には，ほとんどのゼミ生が大企業・中堅企業へと吸収されていきました。90年代に
入った頃から，私のゼミにはスポーツ推薦の学生さん達がどんどん入って来るようになりました。
野球部の人達も大勢入って来ました。情報化の波が押し寄せ，空洞化の進展に伴う産業構造の変
化によって深刻な就職難が到来した時も，スポーツで鍛えられたこの人達は，30社あるいは50社
を受けて失敗しても，決してへこたれず，粘り強く最後には本人に最も適した職を勝ち取りまし
た。
　2000年に入ると様相が一変し，私のゼミには勉強嫌いの人達が続々と入って来るようになり，
私を当惑させました。純白のシルクハットにガウンを着て，まるで19世紀のヨーロッパの貴族の
ような格好をして，授業中のゼミ室にN君が突然現れた時には，一瞬ものも言えない位驚愕し
ました。また大教室の授業においても，私語，おしゃべりが途絶えず収拾がつかなくなることが
度々ありました。怒鳴っても全然きき目がないので，ついに私は「授業中はおしゃべりは絶対し
てはいけません。但し，眠い時には他人に迷惑をかけないように眠ってもいいですよ」と申しま
したところ，翌週の授業では，何と20人位の学生さん達が教室後部の空間のフロアで大の字に
なって寝ているではありませんか。真面目派学生さんからのごうごうたる非難が私に向けられて
きました。組織論を長年講義してきて，ひとにぎりの学生さん達さえ統率できない自分がつくづ
く情けなくなりました。
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　ゼミ生の中には野球部の学生さんが何人かいました。野球部員達の監督に対する信頼は絶大で
心から尊敬していました。そうだ！　野球部の監督に「チームの組織化と戦略」について講義し
てもらおうという思いが閃き，この思いつきが実現する運びとなりました。300人を超える学生
さん達が熱心に岸監督の話に夢中で聞き入っていました。飾らぬ誠実な人柄，責任感，何よりも
内的な衝動の強さを伺わせる，ひたむきな情熱に私自身が圧倒されていきました。
　社会も学生さん達のニーズもどんどん変化していくのに対して，教員は授業・講義を魅力ある
ものに変革していかなければなりません。授業・講義にこそイノベーションが必要であると思い
ます。ドイツ語で教育とはErziehung（引っ張り出すこと）と言いますが，教育の本義は，やは
りかくれた多様な潜在的能力を開発することではないかと思います。講義を受けた学生さんがそ
れに啓発されて自らに内在する能力を引き出すことでもあります。その意味で，授業とは教員側
からの一方通行ではなくて“interface”の関係にあるものと言えます。教員側も学生さん達の
ニーズを先取りして，それを満たすような講義をしなければなりません。シルクハットのＮ君も，
大の字で寝ていた学生さん達も，マンネリ化した一方通行の私の授業に対して，無言の強打・一
撃を加えたのであり，彼らこそ真のイノベーターであり，時代閉塞の現状を打破していく，21世
紀の強力な新社会勢力になるかもしれません。ちなみに，Ｎ君はその後，有名企業に就職し，新
入社員代表として挨拶をするまでに成長しました。
　現代社会の求める人材は，決して70年安保の時に出現した学生さん達のように“破壊”のみを
主目的とする人達ではなくて，“創造的破壊”を行う人，すなわち“Innovator”であります。し
かもそれは，崇高な理念・ヴィジョン（例えは，人類共通の目標である核廃絶とか世界平和の実
現）に裏付けられた創造的破壊であります。単なる破壊からは絶望しか生まれません。創造的破
壊から生まれるのは，大いなる希望であります。但し，科学・技術の発展も Innovation も究極
の価値とのかかわりで進展すべきものであって，その意味で，創価大学は真の“Innovator”と
しての人材の宝庫であると言えます。私は創大の構内に一歩足を踏み入れると，常に自らの内面
に不思議なエネルギーが湧き上がってくるのを覚えます。これはひとえに，創大の学生さん達の
内面には大いなる希望が燃えたぎり，強い内的衝動が満ち溢れているからでしょう。創大の一教
員として私は，学生さん達に教えるというよりは，むしろ学生さん達から“教えられる”ことの
方がはるかに大きかったのではないかと思います。大変ありがとうございました。
　光陰矢の如し。創価大学経営学部に奉職して34年になろうとしています。過去30年の間に日本
の社会は大変化を遂げ，今や時代は更に激変しつつあります。第 2の草創期を迎えた創価大学経
営学部は，未知の新しい時代に向って船出していかなければなりません。この期において日本の
経営学会を代表する錚々たる「有名の士」10人に御参集いただき御執筆賜ることは，このうえな
い幸甚のいたりであり感謝の極みであります。必ずや本論文集が経営学部の更なる発展の指針と
なることを確信する次第であります。
